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・今大会までは旧ルール（平成２９年度）で行う。そのため、スタートチェックはスコアラーが記入する。

・開会式前にマナーチェックとして爪の確認はしている。
・初日に関しては同県の割り当てはないが、２日目は九州協会で認められているため、状況によっては、あり得る。
・体調管理をしっかり行い、無理はしないでほしい。
・今回は適用していないが、ソックスはチームで色を揃える。

割り当て Ｕ２ 相手

・自分のプライマリーエリアを責任をもって確認していく。３人の協力について。
・ローテーションは積極的に行っていく。ボールレベルを意識する。
・クロックの管理。

○ゲームの実際
　ローテーションのタイミングが遅く、バックペダルで戻った方が良かったケースがあったり、ファーストプライマリーが
誰だったのかなどあったので、常に話しをしながら進めることはできたが、手の使い方や体の寄せ方など基準が
１試合通して示せていけなかった。センタープレイヤーへの目の当て方に迷いが多かったので、１歩クロスステップ
をするなどの工夫をしていきたい。その中でも、１試合を通して声を使ってプレゼンテーションを意識して行えたこと
はよかったです。

○ゲーム後（ポストカンファレンス）　　　　主任　小田原　康弘氏　（大分県）　Ｂ級
・飛び込みリバウンドのケースで、本当にディフェンスが悪かったのか。
・センタープレイヤーへの目の当て方に工夫をしたほうがいいとのこと。

割り当て Ｕ１ 相手

・ローテーションを積極的に行い、ボールサイドツーをつくっていく。
・時計の管理、ファールの確認を３人で協力し、把握する。
・体、手の使い方を最初で基準を示していく。

○ゲームの実際
　ゲームの序盤はローテーションもスムーズに行うことができ、自分のプライマリーでの判定を行うことができた。
ゲームが進むにつれて遅れてしまうこともあったが、３人で話しをしながら、修正を行い協力できたと思います。
自分のプライマリーからプレイが始まったケースで捉えきれず、２人にセカンダリーとして笛を入れてもらったケース
もあり、アングルの捉え方、位置にまだまだ課題があった。高い位置からのプレッシャーに対して、センターが１人
で対応するのは難しいと思えば、リードが察してローテーションを行うように話しを合間にし、実際にゲームの中で
行うことができた。

○ゲーム後（ポストカンファレンス）　　　　主任　安藤　剛氏　（大分県）　級
・ゲームの入りがスムーズで自分のプライマリーを捉えて、３人で協力しているのがわかったが、中盤につれて、
崩れる時間帯があったので、１試合通して出来るようになったらいい。
・ＴとＣの時に、見方や体の向きが一緒になっていることがあったとのこと。
・オフェンスとディフェンスのどちらが悪いことをしているのか、見極めができればいい。

期日 内容 場所

県外派遣審判員報告書 作成日　 平成３０年　８月　１１日
大会名 第４８回九州中学バスケットボール競技大会 会場 別府アリーナ
期間 平成３０年８月４日（土）～８月６日（月） 報告者 駒田　万季

スケジュール

８月４日（土） 審判会議 別府アリーナ

８月５日（日）
女子１回戦　合志（熊本）　対　二島（福岡） 別府アリーナ
女子２回戦　今津（大分）　対　金城（沖縄） 別府アリーナ

レクチャー・審判会議の内容
（審判会議の内容）

・監督の表記を『コーチ』と表記変更している。

実技 合志（熊本県２位）　対　二島（福岡県１位） 徳丸（大分県）Ｂ級／森永（大分県）Ｂ級

　今回の大会は初日から３ＰＯということもあり、県外の方と吹く機会を２試合頂き、その中で、選手が気持ちよくプレイ
を出来るように、意識して臨みました。その中で、ローテーションを意識してアングルが取れていなかったり、ボール中
心でローテーションが遅れたりすることもあったので、細かいアングルやポジションなど課題に取り組んでいきたいと思
いました。手の使い方や体の寄せ方、どっちが悪いのかの見極めなど、１試合を通して一貫性のある笛をいれていける
ように研鑚していきたいです。今回の経験を今後の試合の中で活かしていきたいと思います。
　最後に運営等大変お世話になった大分県審判部の皆様、今回このような機会を下さった、原田審判長をはじめ県審
判委員の皆様に感謝申し上げます。とてもいい経験になりました。これで第４８回九州中学校バスケットボール競技大
会の報告といたします。ありがとうございました。

○ゲーム前（プレカンファレンス）

実技 今津（大分県１位）　対　金城（沖縄２位） 久原（長崎県）Ｂ級／野田（福岡県）Ｂ級

○ゲーム前（プレカンファレンス）

全体を通しての感想


